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とうや水の駅で２月３日から 18 日までに行われた
第３回まちづくり写真展

今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2018 年３月 2

ワンショット今月の

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,213人
女 ………………………… 4,792人
計 ………………………… 9,005人
世帯 …………………… 4,936世帯

（－３）
（－ 25）
（－ 33）
（－ 22）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜１月 31 日現在＞
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　児童スポーツクライミ
ング体験会が２月 14 日、
虻田ふれ合いセンターで
行われ、本町保育所の年
長 6 人が参加し、スポー
ツクライミングのボルダ
リングを体験しました。

高臣　野ばらちゃん
 　（のばら）

大介さん・聡子さん
12 月 14 日生　月浦区

大西　泰生くん
　      （たいき）

泰弘さん・恵さん
12 月４日生　大原

青野　寛大くん
　     （かんた）

敏志さん・亜弥さん
12 月５日生　成香

とうやこ
３
pickup news
地域おこし協力隊が出会ったステキな人紹介

文化財防火デー　入江・高砂貝塚館で防火訓練

まちのわだい11

18 ジオパーク通信

４ 洞爺湖有珠山ジオパーク
ユネスコ世界ジオパークに
２年間の条件付きで再認定

さわやかだより
３月は自殺対策強化月間です

16

南澤　陸くん
　      （りく）

純二さん・ナッチャーさん
12 月 16 日生　虻５区

中川　大逢くん
　      （たお）

司さん・寛子さん
12 月 27 日生　成香

20 「洞爺湖町地域食堂ほのぼの」３月 31 日にオープン

８ 寒さを楽しもう！冬まつり
10 ふれあい交流会に参加しませんか？

12 お知らせ
気象台からのお知らせ

19 イベントカレンダー / 東奔西走
wi-radio がパソコンやスマートフォンから聴けるようになりました

６ ４月 15 日は
洞爺湖町長選挙
洞爺湖町議会議員補欠選挙
の投票日です

読書の家から
わたしのうた　ワンポイント手話

17

ＵＷクリーンレイク洞爺湖　未来へつなぐ！北国のいきもの守りたい賞
洞爺湖温泉利用協同組合　北国の省エネ・新エネ大賞

７



（洞爺第６）
　
　
爺
湖
町
に
移
住
し
て
き
て
3

　
　

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
は
、
転
勤
族
の
父
の

仕
事
柄
、
道
内
を
転
々
と
暮
ら
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
祖
父
母
が

暮
ら
す
洞
爺
湖
町
は
第
２
の
故
郷

で
す
。　
　

　
結
婚
、
出
産
を
機
に
自
然
豊
か

な
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
漠
然
と

考
え
て
い
た
私
は
、
あ
る
日
、
洞

爺
湖
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
目
に
し
て
応
募
。
採
用
が
決

ま
り
、
主
人
と
１
歳
の
息
子
と
３

人
で
移
り
住
ん
で
か
ら
、
今
日
の

日
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
の
3
年
間

で
し
た
。

　
こ
の
3
年
間
は
、
洞
爺
湖
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
農
作
物
の
Ｐ

Ｒ
を
中
心
に
、
洞
爺
湖
町
の
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　
今
ま
で
の
人
生
で
農
業
と
は
全

く
違
う
世
界
で
生
き
て
き
た
私
に

洞

宮 本 好さん
３年間の活動を終えて～地域と暮らす～

な人紹介
ス テ キ

が出会った地域おこし協力隊
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pickup news

放水を体験する児童

と
っ
て
、
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
大

変
で
し
た
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
の
所
に
通
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
質
問
し
な
が
ら
作

業
を
手
伝
い
、
農
業
を
ひ
た
す
ら

学
ぶ
悪
戦
苦
闘
の
日
々
の
連
続
で

し
た
。
そ
ん
な
私
を
地
域
の
皆
さ

ん
は
い
つ
も
温
か
く
受
け
入
れ
、

惜
し
み
な
い
協
力
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
で
は
、「
食
べ
る
こ
と
を
通

し
て
地
域
の
豊
か
さ
を
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
、

地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と

い
う
想
い
は
日
々
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
任
期
は
、
3
月
で
終
了
と
な
り

ま
す
が
、い
つ
も
楽
し
み
な
が
ら
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
洞
爺
湖
町
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
人
と
触
れ
合

い
な
が
ら
、
財
田
地
区
で
小
さ
な

雑
貨
店
を
営
ん
で
い
く
予
定
で

す
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
3
年
間
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

地域おこし協力隊

　
１
月
26
日
の
文
化
財
防
火

デ
ー
に
合
わ
せ
、
翌
日
の
27

日
、
入
江
・
高
砂
貝
塚
館
で

防
火
訓
練
（
教
育
委
員
会
主

催
）
が
行
わ
れ
、
児
童
ら
14

人
が
参
加
し
て
文
化
財
保
護

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
展
示
室
か
ら
出

火
し
た
と
の
想
定
で
、
警
報

ブ
ザ
ー
と
共
に
避
難
を
開
始

し
、
貴
重
な
土
器
や
石
器
な

ど
の
展
示
品
を
運
び
だ
し
ま

し
た
。
屋
外
で
は
、
洞
爺
湖

支
署
の
消
防
車
1
台
が
駆
け

つ
け
放
水
実
施
。引
き
続
き
、

同
署
員
の
指
導
で
児
童
ら
が

放
水
体
験
を
行
い
、
防
火
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

入
江
・
高
砂
貝
塚
館
で

防
火
訓
練

文
化
財
防
火
デ
ー



　
　
て
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ジ
オ

　
　
パ
ー
ク
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を

保
つ
た
め
に
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

と
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
４
年
に
１
度
再
認
定

審
査
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
、
昨
年
７
月
24
日
か
ら
27
日
の

４
日
間
、
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー
ク

計
画
審
査
グ
ル
ー
プ
か
ら
派
遣
さ

れ
た
２
名
の
審
査
員
に
よ
る
再
認

定
審
査
が
行
わ
れ
、
地
質
的
な
見

ど
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
保
全
し
て
い

る
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク

が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
の
は
2
0
0
9
年
。
そ
の

６
年
後
の
2
0
1
5
年
に
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ユ
ネ
ス
コ
（
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の

正
式
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
認
定
基
準
が
厳
格
化
さ

れ
、
見
ど
こ
ろ
の
保
全
や
住
民
の

活
動
以
外
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
方
針

に
合
わ
せ
た
活
動
が
一
層
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
せ
ば
４

年
間
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
す
が
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
は
再
認
定
審
査
の
結
果
、

「
２
年
間
の
条
件
付
き
」
で
の
認

定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
２

年
の
間
に
、
指
摘
さ
れ
た
項
目
を

改
善
し
な
け
れ
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
は
取
り
消

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆運営体制
　地球科学専門の常勤職員を雇用する
こと。
◆視 認 性
　主要な入口の道路などにジオパーク
に入ったことがわかるように看板など
を設置すること。
◆保 全
　重要な見どころが木や草が茂ること
で破壊されないよう、保全方法を明確
にすること。
◆施 設
　関連施設での世界ジオパークの情報
を増やすこと。地球の活動に関する情
報と火山の役割、自然・文化・無形遺
産と大地との関連が訪問者に伝わるよ
うに改善すること。

指摘された主な項目

　
今
後
、
指
摘
さ
れ
た
項
目
の
解

決
を
図
り
、
こ
の
地
域
の
特
徴
的

な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
や
観
光
客
に
と
っ
て
、
よ

り
魅
力
的
な
地
域
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

ユネスコ世界ジオパーク
２年間の条件付き　再認定

洞爺湖有珠山ジオパーク

■問合せ　ジオパーク推進課（☎ 74-3015）

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
厳
し
い
認
定
基
準

と
審
査
が
あ
り
ま
す

要約

平成 29 年７月の審査の様子

広報とうやこ　2018 年３月 ４

に

２年間の条件付き　再認定で

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

再
認
定
審
査
の
特
徴
と
結
果

全



「大地の公園」

洞爺湖有珠山ジオパークって

　「公園」といっても、人工的に作ったものではありません。地球の活動
が感じられるような、特徴ある地域を指します。さらに、その上で育ま
れた自然や人の暮らしを大切にし、後世に伝えようと努力している地域
が「ジオパーク」に認定されます。伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町
でつくる「洞爺湖有珠山ジオパーク」は、日本で初めて世界ジオパーク
に認定された地域です。

洞爺湖有珠山ジオパークのここがスゴイ！

活火山である有珠山との共生のため
に火山についての正しい知識や経
験を伝える「洞爺湖有珠火山マイス

火 山、 自 然、
縄文遺跡に関
する展示学習
施 設 の ほ か、

洞爺湖周辺に広がる日当たりの良
い火砕流台地は食材の宝庫。
ジオパークの「大地の恵み」とし

散策路 　ガイドツアー

減災教育 施　設 大地の恵み

見どころたくさんの

どんなところ

どうやってできたの？
　私たちが当たり前に見ている風景には、地球の活動
にともなう長い「物語」が隠されています。
　この地域では、このように火山活動が繰り返されて
きました。

約11万年前、巨大噴火で洞爺湖ができた

約５万年前、中島誕生 約２万年前、有珠山誕生 約１万年前、有珠山崩れる 昭和新山誕生

当時は氷期で、海岸線が今よりずっと沖側だった

火山の迫力や、大
地の物語を感じら
れる散策路があり
ます。詳しく知り

たい人向けには各コースを紹介する
『ジオパークガイド』（200 円）もあ
ります。

ター」制度の運営
や災害遺構の保全
に努めています。

て紹介していま
す。

火山や湖だけでなく、この地域には
大地の特徴を活かして暮らしてきた
人々の歴史、産業、文化があり、ジ

オパークはそれらも
「見どころ」として
紹介しています。

たくさんのガイド団体があり、それ
ぞれ得意分野で案内活動をしていま
す。幅広いジャンルの団体がたくさ
んあることも、洞
爺湖有珠山地域の
特徴です。

？

1

こ

こ
がスゴイ！

2

こ

こ
がスゴイ！

ジオパークは

3

こ

こ
がスゴイ！

4

こ

こ
がスゴイ！

5

こ

こ
がスゴイ！

6

こ

こ
がスゴイ！

2000 年にできた火口（有くん火口）

広報とうやこ　2018 年３月５

洞爺湖や有珠山は

地域内の道の駅などでもジオ
パークの紹介をしています。

験を伝える「洞爺湖有珠火山マイス

こ
がスゴイ

たい人向けには各コースを紹介する



「
投
票
所
送
迎
車
の
運
行
の
お
知

ら
せ
」
を
広
報
の
配
布
に
合
わ
せ

て
、
各
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
投
票
で
き
る
人
は
、
洞
爺
湖
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
投
票
日
現
在
、
洞
爺
湖

町
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

●
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、　

平
成
12
年
４

月
16
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
30
年
１
月
９
日
ま
で
に
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。

●
最
近
転
入
し
た
人

　
平
成
30
年
１
月
９
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
た
人
で
引
き
続
き
洞
爺

湖
町
に
住
所
が
あ
る
人
は
投
票
で

き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
10
日
以
降

に
転
入
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

●
最
近
転
出
し
た
人

　

投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
人

は
、
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
４
月
11
日
か
ら
４
月
14
日
の

間
は
、
転
出
を
す
る
前
に
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人　
　

　
平
成
30
年
３
月
28
日
ま
で
に
町

内
で
異
動
し
た
人
は
、
新
住
所
の

投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投

票
入
場
券
」
の
は
が
き
は
、
４
月

７
日
か
ら
郵
送
予
定
で
す
。も
し
、

お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
り
、
ご

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

投票区名 投票場所 投票区の区域 投票時間

第１投票区 洞爺湖町役場 虻田５区、青葉１区・２区　　　　　 

７時～ 19 時

第２投票区 虻田ふれ合いセンター 虻田１区～４区、清水区

第３投票区 あぶたコミュニティ
センター 虻田７区・８区、入江１区・３区

第４投票区 母と子の館 虻田６区、かっこう台区、入江４区、  
泉の一部（西山火口より本町側の区域）

第５投票区 洞爺湖文化センター 洞爺湖温泉１区～５区・８区、月浦、 
泉の一部（西山火口より温泉側の区域）

第６投票区 洞爺総合センター 洞爺第１～６、緑沢、美沢東、美沢 西、
曙、洞仁会、財田、川東、岩屋

７時～ 18 時第７投票区 なるか愛郷の家 成香、花和

第８投票区 農業研修センター
とれた 香川、大原、富丘

４  
15

れ
て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
を
紛

失
し
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投

票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■
日　
時　
４
月
15
日
（
日
）
20

時
か
ら

■
場　
所　
　
洞
爺
湖
町
役
場
３

階
防
災
研
修
ホ
ー
ル

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

■
期　
間　
４
月
11
日
～
14
日

■
時　
間　
８
時
30
分
～
20
時

②
洞
爺
総
合
支
所
会
議
室

■
期　
間　
４
月
11
日
～
14
日

■
時　
間　
９
時
か
ら
17
時

　
　
月
15
日
は
、
任
期
満
了
に
伴

　
　
う
洞
爺
湖
町
長
選
挙
と
洞
爺

湖
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
投
票
は
町
政
参
加
へ
の

第
１
歩
、
大
切
な
一
票
で
す
。
忘

れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
選
挙
す
る
議
員
の
数

は
、
２
名
で
す
。

　
投
票
を
す
る
た
め
に
投
票
所
に

行
く
人
を
対
象
に
、
無
料
の
送
迎

車
を
運
行
し
ま
す
。「
投
票
し
た

い
が
交
通
手
段
が
な
い
」、「
体
が

不
自
由
で
移
動
が
大
変
」
と
い
っ

た
人
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

車
両
手
配
の
都
合
か
ら
事
前
申
込

を
基
本
と
し
ま
す
。

　

運
行
経
路
や
時
間
の
詳
細
は
、

洞
爺
湖
町
長
選
挙

洞
爺
湖
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投票場所と時間はこちらです

の
投
票
日
で
す

月

日
は

■
問
合
せ
　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会＜

役
場
内＞

（
☎
74－

3
0
0
0
）

　
　
　
　
　
同
事
務
局
洞
爺
支
所＜

洞
爺
総
合
支
所
内＞

（
☎
82－

5
1
1
1
）

４選
挙
す
る
議
会
議
員
の
数

投
票
所
へ
の
送
迎
車

を
運
行
し
ま
す

投
票
で
き
る
人

転
入
、転
出
、町
内
で
異
動
し
た
人

投
票
入
場
券

開
　
票

期
日
前
投
票
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候
補
者
の
政
見
や
経
歴
、
写
真

な
ど
広
く
有
権
者
に
知
ら
し
め
、

選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
選
挙
公
報
を
発

行
し
ま
す
。

　
選
挙
公
報
の
配
布
は
、
４
月
11

日
か
ら
、
町
内
自
治
会
を
通
じ
て

障がいなどの区分 障がいなどの程度

身体障害者手帳
両下肢・体幹・移動機能 １級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸 １級・３級
免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳 両下肢・体幹 特別項症～第２項症
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸・肝臓 特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護５

障がいなどの区分 障がいなどの程度
身体障害者手帳 上肢または視覚 １級
戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症～第２項症

　身体に重度の障がいがある人で、下の表に該当する人は、郵便による不在者投
票ができますので、町選挙管理委員会にお問合せください。

　上記の「郵便など投票対象者」のうち、自ら投票の記載をすることができない
人の投票を、選挙権を有するほかの人が代理に記載する制度で次の人が対象者で
す。

■代理記載投票

■郵便など投票対象者

　病院や老人ホームなどに入所されている人や旅行などで町外に滞在している人
は、不在者投票ができますので、町選挙管理委員会にお問合せください。

４
月
14
日
ま
で
に
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。
も
し
、
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
や
お
急
ぎ
の
場
合
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
主
要
な
公
共
施
設
へ
の

設
置
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

不在者投票 選
挙
公
報

　洞爺湖温泉利用協同組合（若狭洋市代表理事）
が経済産業省北海道経済産業局の平成 29年度「北
国の省エネ・新エネ大賞」を受賞しました。洞爺
湖温泉「宝の山」プロジェクトとして進めてきた
高温地熱水の開発の功績が評価されたものです。
　２月 7日には、京王プラザホテル札幌で表彰式
が行われ、児嶋秀平同経済産業局長から若狭代表
理事に表彰状と副賞が手渡されました。若狭代表
理事は「この大切な資源を無駄にせず、有効に活
用し、観光振興や地域の活性化に一層役立ててい
きたい」と今後の抱負を述べました。引き続き会
場を移し、省エネシンポジウムが開催され、基調
講演のほか、濱野清正㈱萬世閣代表取締役社長が、
省エネ研究会での成果を報告。四宮　博洞爺湖温
泉利用協同組合専務理事が事例紹介を行いました。

　北海道が今年度創設した「未来へつなぐ！北国
のいきもの守りたい賞」を、町内の環境保護団体
UWクリーンレイク洞爺湖（室田欣弘代表）　が
受賞しました。生物多様性の保全などに関して、
優れた活動・模範的な活動を行う、団体、個人な
どを表彰するもので、全道で３団体が受賞してい
ます。
　ＵＷクリーンレイク洞爺湖は、2008 年に結成
されてから、洞爺湖の生態系を崩す特定外来種の
ウチダザリガニの駆除活動を継続し、湖の生態系
保存のために努めてきました。
　２月 7日には役場を訪れ、真屋町長に「町民皆
さんの支援があり、受賞することができました」
と受賞の喜びを伝えました。

洞爺湖温泉利用協同組合
北国の省エネ・新エネ大賞

ＵＷクリーンレイク洞爺湖
未来へつなぐ！北国のいきもの守りたい賞
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表彰状を手にする若狭代表理事

表彰式

四宮専務理事の事例紹介

真屋町長に受賞を報告する
室田代表（左）

ウチダザリガニの
駆除活動



まつりまつり冬

　
　
ま
つ
り
が
町
内
各
地
で
行
わ

　
　
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、

町
民
や
観
光
客
が
冬
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　
２
月
10
日
に
は
、
２
０
１
８
洞

爺
湖
温
泉
冬
ま
つ
り
の
本
ま
つ
り

が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
人
間

ば
ん
ば
大
会
や
か
き
氷
早
食
い
大

会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
先
着
1
0
0
人
に

岡
田
屋
の
白
い
お
し
る
こ
や
ジ
オ

た
ま
ご
燻
製
が
無
料
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
に

は
、
大
仕
掛
け
花
火
「
ナ
イ
ヤ
ガ

ラ
花
火
」
が
冬
の
夜
空
を
彩
り
、

来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
２
月
11
日
に
第
35
回
と

う
や
冬
ま
つ
り
が
と
う
や
水
の
駅

ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
か
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
大
滑
り
台
の
そ
り
遊
び

や
宝
さ
が
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

う
ど
ん
早
食
い
や
お
祭
り
ビ
ン
ゴ

な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
泉
、
成
香
、
大
原
の
３
地
域
で

も
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
住

民
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。 冬

1

４

３

１ 花火を見て歓声を上げる来
場者　２ 無料配布された白い
おしるこ　３ 三角コーンを乗
せたそりを引く人間ばんば大
会　4 氷点下の中で行われた
かき氷早食い大会　５ ナイヤ
ガラ花火　６ 雪玉ストラック
アウトを楽しむ児童

洞爺湖温泉冬まつり

６
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冬
２

まつり

1３

１ 花火を見て歓声を上げる来
場者　２ 無料配布された白い
おしるこ　３ 三角コーンを乗
せたそりを引く人間ばんば大
会　4 氷点下の中で行われた
かき氷早食い大会　５ ナイヤ

洞爺湖温泉冬まつり洞爺湖温泉冬まつり

２

わぁーきれい

５



あっつい！

大原冬季レクリエーション大会

とうや冬まつり

！！寒さ　楽しもう寒さ　楽しもうを

８

９ 11

12

７ 笑顔でそり遊び　８ 行列が
できた大滑り台　 ９・13 あつ
あつのうどんを頬張る早食い　
10 宝さがしで雪と戯れる子ど
も　11 お祭りビンゴに夢中に
なる子どもたち　12・15  ス
ピード満点のスノーモービル　　
14  盛り上がったスカットボー
ル

10

７
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成香冬まつり

泉冬あそび

1514

13
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か
ら
出
る
機
会
が
少
な
く

　
　
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
虻
田
地
区
）
で
は
、
毎
年
５
月

か
ら
始
ま
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
の
平
成
30
年
度
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
と
は
、
町
内

に
お
住
ま
い
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ふ
れ
あ
う

機
会
の
提
供
と
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
暮

ら
し
が
送
れ
る
よ
う
願
っ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
簡
単
な
ゲ
ー
ム

や
軽
い
体
操
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
す
。
お
昼
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
づ
く
り
の
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合

う
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
す
。

　
「
友
達
が
い
な
い
⋮
ひ
と
り
で

の
参
加
が
ち
ょ
っ
と
心
細
い
⋮
」

と
い
う
人
で
も
大
丈
夫
。
男
性
も

女
性
も
気
軽
に
参
加
し
て
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

　
な
お
、
健
康
の
た
め
に
徒
歩
で

の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
自

力
で
参
加
で
き
な
い
場
合
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送
迎
も
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
の
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　
５
月
か
ら
11
月
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
、
10
時
か
ら
13
時

ご
ろ
ま
で
（
参
加
者
は
隔
週
の
利

用
に
な
り
ま
す
）

■
場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か

■
参
加
費　
１
回
２
０
０
円
（
食

事
の
材
料
代
）

■
対
象
者　
町
内
に
お
住
ま
い
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
や
高
齢
者
夫

婦
世
帯
で
次
の
年
齢
の
人

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人　

男
性　

70
歳
以
上
（
昭
和
23
年
３
月
31
日

ま
で
）
女
性　
75
歳
以
上
（
昭
和

　「虻田地区ふれあい交流会」をサポートしていただける
ボランティアを募集しています。　
　対象者の皆さんが楽しく参加できるよう、送迎や食事の
支度などのお手伝いをしていただけませんか。
≪ボランティアの内容≫
・送迎ボランティア
■日　時　毎週水曜日（5 月～ 11 月）
　　　　　9 時から 12 時 30 分ころまで
■内　容　自家用車を利用して参加者の送迎、食事会場の　
　　　　　セッティング
　　　　　※毎週参加できなくても大歓迎です。
・食事ボランティア
■日　時　年間 4 回から 5 回
　　　　　9 時から 13 時ころまで
■内　容　昼食づくり （毎回７～８人で行います。）
■詳　細　洞爺湖町社会福祉協議会（☎ 76-4363）

18
年
３
月
31
日
ま
で
）

・
高
齢
者
夫
婦
世
帯　
　
夫
婦
共

に
80
歳
以
上
（
昭
和
13
年
３
月
31

日
ま
で
）

　

家
族
と
同
居
な
ど
で
あ
っ
て

も
、「
日
中
は
独
り
に
な
る
」
な

ど
世
帯
の
状
況
に
よ
り
参
加
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
締　
切　
３
月
23
日
（
金
）
ま

で

虻田地区ではボランティアを募集しています

　洞爺地区は通年開催し、対象者
には別途、個別に通知しています。
参加申込みなど詳細は、社会福祉
協議会洞爺支所へ＜洞爺ふれ愛セ
ンター内＞（☎ 82 － 5185）お
問合せください。

洞爺地区では…

家

ふれあい交流会に
参加しませんか？

■申込み・問合せ　洞爺湖町社会福祉協議会＜健康福祉センター内＞（☎ 76 － 4363）

皆　昼食

ゲーム　体操

で

や



　　正月
　　を迎
えて増加
する中国
人観光客
をおもて
なしの心
で歓迎し

おむすび型のボールで熱い戦い
町民ふらばーるバレーボール大会

旧正月増える中国人観光客に対応
おもてなし中国語講座

　　民の親睦を図ることを目的に第２回町民ふらばー
　　るバレーボール大会（洞爺湖町体育振興連絡会主
催）が２月 19 日、あぶた体育館で行われ、６チーム
が参加しました。
　ふらばーるバレーボールは、おむすび型の空気ボー
ルを使い、ワンバウンドで返球する新しいスポーツの
１つ。試合は１チーム５人構成で、総当たり戦を行い
ました。
　参加者は、変わった形でどこに飛んでいくかわから

雪景色の財田を満喫
歩くスキー・スノーシュー体験会

とうや小
学校と洞
爺中学校
の給食に
洞爺産の
じゃがい

　　くスキー・スノーシュー冬の体験会（教育委員会
　　社会教育課主催）が１月28日、財田地区で行われ、
町民や小学生ら 20 人が参加しました。
　冬のスポーツを楽しんでもらおうと、昨年まで文化
財防火デーの中で行っていたものを今年初めて単独で
開催。
　参加者は、洞爺財田自然体験ハウスから財田親水公
園までの往復約５㌔のコースを散策し、雪景色を楽し
みながら心地良い汗を流しました。
　参加した小学生は「歩くスキーは初めてだったけど

ないボー
ルに苦戦
しながら
も熱い戦
いを繰り
広げまし
た。

もを使用した揚げいもが登場し、児童、生徒たちを喜
ばせました。
　この揚げいもは、道の駅あぷたが地場産のじゃがい
ものおいしさを知ってほしいと、660 個寄贈したも
のです。当日は、揚げいもとともにいぶり噴火湾漁協
から提供されたホタテを使用した甘辛煮も並び、地域
色溢れる給食となりました。
　虻田小、中学校と洞爺湖温泉小学校では、翌日の
30 日に揚げいもが振る舞われ、おいしく平らげまし
た。

揚げいもが給食に登場
郷土の味を堪能

１

旧
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歩

ようと「おもてなし中国語講座」（洞爺湖日本中国友
好協会主催）が、１月 29 日、観光情報センター町民
ホールで開催されました。友好協会会員や観光関係
者など８人が参加し、簡単な中国語や中国文化につ
いて学びました。
　講師は、中国広東省出身で登別市職員の孔佩群（コ
ウハイグン）さん。孔さんは、中国語の発音には、
四つのパターンがあることなど中国語の特徴を最初
に説明。中国人気質に触れながら、「歓迎光臨（ファ
ンイン グゥァンリン／いらっしゃいませの意）」な
どの基本的接客用語の発音を指導しました。

町

熱戦を繰り広げた町民ふらばーるバレーボール大会

中国語の発音を説明する孔さん

歩くスキーを楽しむ子どもたち

楽しかっ
た」と笑
顔を見せ
ました。

揚げいもを頬張るとうや小の児童たち

月29
日、
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国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度

国
民
年
金
か
ら

暮
ら
し

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
人

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
所
得
の
め
や
す　
１
１
８
万
円

＋（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、

4
月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届

き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」の
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3－

50－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

お知らせ
information

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
葬
祭

費
の
支
給
額
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

■
支
給
額　
変
更
前
２
万
円
↓
変

更
後
３
万
円

　
葬
祭
費（
死
亡
に
関
す
る
給
付
）

と
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

亡
く
な
っ
た
人
の
葬
祭
を
行
っ
た

人
に
対
し
て
支
給
す
る
お
金
で

す
。

　
支
給
に
あ
た
っ
て
の
基
準
日
は

葬
祭
実
施
日
で
、
被
保
険
者
が
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
現

に
葬
祭
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

■
問
合
せ　
住
民
課
国
保
医
療
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
2
）

　
先
日
、犬
や
猫
な
ど
か
ら
の「
コ

リ
ネ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・
ウ
ル
セ
ラ

ン
ス
菌
」
に
よ
る
感
染
症
で
、
福

岡
県
の
60
代
女
性
が
死
亡
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
家
畜
や
ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
が

こ
の
菌
に
感
染
す
る
こ
と
で
、
の

ど
の
痛
み
や
せ
き
な
ど
の
風
邪
に

似
た
症
状
を
示
し
ま
す
。
も
し
、

ペ
ッ
ト
に
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出

た
と
き
は
早
め
に
獣
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
感
染
症
は
人
間
に

も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、動
物
と
触
れ
合
っ
た
後
は
、

手
を
洗
う
な
ど
一
般
的
な
衛
生
管

理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
環
境
課
環
境
推
進
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
6
）

①
ご
み
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
持
ち

込
む
と
き
は
、飛
散
防
止
の
た
め
、

ご
み
に
シ
ー
ト（
ネ
ッ
ト
）
を
掛

け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

②
鉄
の
か
た
ま
り
な
ど
は
受
け

入
れ
で
き
ま
せ
ん
。
鉄
ア
レ
イ
・

ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
鉄
の
か
た
ま
り

を
廃
棄
す
る
と
き
は
環
境
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
を
廃
棄
す
る
と
き

は
、
乾
電
池
・
灯
油
は
除
去
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
環
境
課
環
境
推
進
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
6
）

　
従
来
の「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は
、

金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り
込
ま
せ

る
手
口
で
し
た
が
、
昨
年
の
秋
ご

ろ
か
ら「
振
り
込
ま
せ
な
い
」
新

葬
祭
費
の
支
給
額
が

変
わ
り
ま
す

犬
や
猫
な
ど
の
ウ
ル
セ
ラ
ン

ス
菌
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
を
自
己
搬
入
す
る
人
へ

お
願
い

「
振
り
込
ま
せ
な
い
」

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
ご
注
意
を

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
か
ら

国
民
健
康
保
険
か
ら

広　告広　告
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■ 3月
優良（30分）
22日（木）13：30～　26日（月）18：30～
一般（60分）
26日（月）19：30～
違反（120分）
22日（木）14：30～
初回（120分）
15日（木）13：30～

■４月
優良（30分）
４日（水）18：30～ 13日（金）13：30～
一般（60分）
４日（水）19：30～　13日（金）14：30～
違反（120分）
９日（月）18：30～
初回（120分）
17日（火）18：30～

お知らせ

　
町
が
管
理
す
る
道
路
敷
地
や
河

川
敷
地
に
工
作
物
や
物
件
、
施
設

を
設
置
し
使
用
す
る
場
合
は
占
用

許
可
が
必
要
で
す
。
占
用
を
す
る

場
合
は
、占
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
商
売
や
取
引
ま
た
は
証
明
に
使

用
し
て
い
る
特
定
計
量
器（
小
型

は
か
り
）
は
、
計
量
法
の
規
定
に

よ
り
２
年
に
１
度
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。今
年
は
定
期
検
査
の
年
で
、

町
内
３
カ
所
で
定
期
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
事
業
を
開
始
し

た
人
や
お
店
を
開
き
、
特
定
計
量

器（
は
か
り
）
を
所
有
し
て
取
引

な
ど
に
使
用
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
検
査
に
は
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。
北
海
道
収
入

証
紙
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

①
５
月
16
日（
水
）

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。

　
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と

き
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車

税
部
に
連
絡
す
る
か
、
道
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所

変
更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部（
☎
0
1
1－

7
4
6

－
1
1
9
7
）

し
い
手
口
の「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
よ
く
あ
る
手
口
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

警
察
官
を
名
乗
る
男
か
ら「
犯

人
を
捕
ま
え
た
。
カ
ー
ド
を
読
み

取
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ド
を
作
り

直
す
の
で
、
金
融
機
関
職
員
を
向

か
わ
せ
る
。」
と
の
電
話
の
後
、

金
融
機
関
職
員
を
名
乗
る
男
が
訪

問
し
、「
新
し
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
作
る
の
で
、
現
在
と
新
し
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
書
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
指

示
に
従
っ
た
と
こ
ろ
、
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
ら
れ
、
そ
の
後
、
現
金

が
引
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
金
融
機
関
職
員

を
名
乗
る
男
が「
怪
し
い
者
が
お

金
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
の

で
、
カ
ー
ド
を
取
り
替
え
る
。」

13
時
30
分
～
16
時
30
分
②
５
月
17

日（
木
）
９
時
30
分
～
14
時
③
５

月
18
日（
金
）
９
時
30
分
～
11
時

■
場　
所　
①
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
②
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

③
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
5
）

と
い
い
、
同
様
に
現
金
を
だ
ま
し

取
ら
れ
る
手
口
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
金
融
機
関
職
員
が
店
舗
外
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
預

か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を
聞
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機

関
職
員
と
思
わ
れ
る
人
が
電
話
や

自
宅
に
き
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
・
通
帳
・
印
鑑
を
手
渡
し
た

り
、
暗
証
番
号
を
教
え
た
り
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
5
）

■
具
体
例　
①
建
築
工
事
用
の
足

場
を
設
置
す
る
と
き
②
菜
園
な
ど

に
使
用
す
る
と
き
③
簡
易
な
物
置

な
ど
を
設
置
す
る
と
き　
な
ど

　
ま
た
、
占
用
許
可
を
受
け
て
い

る
場
所
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
町
に
占
用
廃
止
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
建
設
課
管
理・土
木・

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
7
）

道
路
敷
地
や
河
川
敷
地
を

占
用
（
使
用
）
す
る
と
き

特
定
計
量
器
（
小
型
は

か
り
）
の
定
期
検
査

自
動
車
税
の
住
所
変
更

を
お
忘
れ
な
く

広　告広　告
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行
　
政

公
共
工
事
の
契
約
状
況
の

お
知
ら
せ

募
　
集

あ
な
た
も
「
健
康
づ
く
り
推
進

員
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代

表
と
し
て
、
制
度
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
も
ら
う

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
資
格　
道
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
人（
議
員
や
公
務
員
な

ど
を
除
く
）

■
募
集
人
数　
５
人

■
任　
期　
平
成
30
年
７
月
か
ら

２
年
間（
年
３
回
開
催
予
定
）

■
締　
切　
４
月
27
日（
金
）

■
応
募
方
法　
役
場
住
民
課
窓
口

に
あ
る
応
募
要
領
を
参
照

■
問
合
せ　

北
海
道
後
期
高
齢

　
町
で
は
、
平
成
30
年
4
月
か
ら

新
た
に
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

工事名 請負業者 契約金額 工期 工事場所 工事概要
汚水４号幹線管路
布設替工事　第１
工区

㈱小松組 1836万円 ３月 28日
まで 入江

小口径泥土圧推進工７ｍ、マンホー
ル布設工１カ所、ます接続工１カ所、
既設管内中込注入充てん工 6.8㎥

汚水４号幹線管路
布設替工事　第２
工区

㈱重建能
登組

2165万
４千円

３月 28日
まで 入江

φ 200ｍｍリブ付硬質塩化ビニル
管設置工 121ｍ、φ 150ｍｍポリ
エチレン管布設工 145ｍ、マンホー
ル設置工３カ所、ます接続工５カ所

旧洞青寮改修工事 加藤建設
㈱

1317万
６千円

３月 23日
まで 洞爺町

屋根防水部分補修、屋根塗装、自閉
装置取替、排煙オペレーター取替、
浴槽改修、電気設備工事、機械設備
工事

洞
爺
湖
町
津
波
避
難
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

募集種目 資　格 受付期間 試験期日

予備自
衛官補

一般 18歳以上 34歳未満の人 ４ 月 ６ 日
まで（締切
日必着）

４月 14日～ 18日
（いずれか１日）技能 18歳以上で国家免許資格などを有する人

幹部候
補生 一般

大卒程度試験
平成31年４月１日現在、22歳以上26歳未
満の人（平成31年３月卒業見込みの人を含む）
院卒者試験
平成 31年４月１日現在、修士課程修了者
などで 20歳以上 28歳未満の人
大卒程度試験と院卒者試験は、併願可能。

５ 月 １ 日
まで（締切
日必着）

１次試験
５月 12日・13日

（２日間）
２次試験
６月 12日～ 15日

（いずれか１日）

　
町
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、地
域
防
災
計
画
の
修
正
な
ど
、

町
の
防
災
対
策
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
24

年
に
は
北
海
道
か
ら
北
海
道
太
平

洋
沿
岸
の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
浸

水
予
測
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
津
波
浸
水
予
測
に

基
づ
き
、
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ

る
津
波
災
害
に
対
し
、
地
震
・
津

波
発
生
直
後
か
ら
津
波
が
終
息
す

る
ま
で
お
お
む
ね
数
時
間
か
ら

２
、３
日
の
間
、
住
民
の
生
命
、

身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

避
難
対
策
を
定
め
た
洞
爺
湖
町
津

波
避
難
計
画（
案
）
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
計
画（
原
案
）　
洞
爺
湖
町
津
波

避
難
計
画（
案
）

■
閲
覧
方
法　
洞
爺
湖
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
企
画
防
災
課
、
洞
爺
総

合
支
所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
窓
口

■
提
出
方
法　
意
見
募
集
用
紙
ま

た
は
任
意
の
様
式
に
住
所
と
名

前
、計
画
案
へ
の
意
見
を
記
入
し
、

直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
は
不
可
）

■
対
象
者　
洞
爺
湖
町
内
に
住
ん

で
い
る
人
、
町
内
の
事
務
所
や
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
町
内

の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
町

内
に
事
務
所
や
事
業
所
が
あ
る
個

人
や
法
人
そ
の
他
団
体
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
係
る
政

策
な
ど
に
利
害
関
係
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
人

■
提
出
期
限　

３
月
22
日（
木
）

必
着

■
意
見
へ
の
対
応　
意
見
は
計
画

策
定
の
参
考
と
し
ま
す
。
後
日
、

意
見
の
概
要
と
町
の
対
応
を
公
表

し
ま
す
。
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
防
災
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
4
）

　
町
で
は
、
契
約
金
額
が
１
千
万

円
以
上
の
公
共
工
事
の
契
約
状
況

に
つ
い
て
、
公
表
し
ま
す
。

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集

テ
ィ
ア
活
動
し
て
も
ら
え
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
つ
い

て
振
り
返
り
考
え
て
み
た
い
、
健

康
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
い
う
人
、
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
任　
期　
平
成
30
年
4
月
1
日

か
ら
2
年
間

■
締　
切　
3
月
23
日（
金
）

■
申
込
み　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か（
☎
76－

4
0
0
6
）

者
医
療
広
域
連
合（
☎
0
1
1－

2
9
0－

5
6
0
1
）

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）



相
　
談
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

寄
　
付

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

１月20日から２月19日届出分

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に

事
前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定

員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日　
時　
①
３
月
15
日
（
木
）

②
４
月
５
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

故松永登美子さん
■12月25日死去■87歳■遺族は峰村貴子さん■入１区

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
若
狭
高
司
さ
ん
は
１
０
０
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
付
物
品＞

▽
小
笠
原
勇
さ
ん
（
清
水
区
）

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日　
時　
４
月
21
日
（
土
）
９

時
30
分
～
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76－
3
5
3
8

行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
開
催

■
採
用
予
定
人
数　
２
１
０
人
程

度　
Ａ
区
分　
男
性
1
2
5
人
程

度
、
女
性
35
人
程
度
／
Ｂ
区
分

男
性
40
人
程
度
、
女
性
10
人
程
度

■
受
付
期
間　

４
月
23
日（
月
）

ま
で

■
試
験
期
日　
１
次
試
験　
５
月

20
日（
日
）

■
詳　
細　
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
／
伊
達
警
察
署（
☎
22－

0
1
1
0
）
／
北
海
道
警
察
採
用

セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎

0
1
2
0－

8
6
0－

3
1
4
）

気象台からの
お知らせ

大雪や暴風雪に備えて

北
海
道
警
察
官
募
集

　この時期は低気圧による大雪やふぶきに注意が必要です。気象台から大雪や暴風
雪に関する警報や情報が発表されたら、外出を避けることが一番ですが、次のこと
にも注意しましょう。
●家の中で安全に過ごすために
　懐中電灯・ラジオ・防寒具・ポータブルストーブ・灯油・非常食 ･飲料水などを準
備しておきましょう。FF式暖房機などは、給排気口付近が雪で塞がらないように注
意しましょう。
●車で外出するときは
　車に防寒具・長靴・手袋・スコップ・牽引ロープ・スノーヘルパー・スノーブラシ・
毛布などを用意しましょう。携帯電話など連絡が取れる機器・飲料水・非常食を持っ
て乗り、燃料も補給しましょう。
●暴風雪に遭遇したら
　危険を感じたら、道の駅やコンビニエンスストアなどで天気の回復を待ちましょ
う。車が立ち往生した場合は、ハザードランプを点けるなど止まっていることを知
らせ、近くに人家などがある場合は救助を依頼し、ない場合は、消防や警察に連絡
して車の中で救助を待ちましょう。車で救助を待つ場合は、エンジンを切り、低体
温症に注意してください。やむを得ずエンジンをかける場合は、換気に注意し、こ
まめに排気管周りを除雪してください。

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

故古賀政義さん
■２月８日死去■87歳■遺族は和子さん■虻２区　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

3
0
0
2
）

■
場　
所　
①
虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担　
当　
①
高
村
真
人
弁
護
士

（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）
②
奈

良
泰
哉
弁
護
士
（
奈
良
法
律
事
務

所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

3
0
0
2
）

故小野寺壽美江さん
■１月５日死去■90歳■遺族は遠藤律子さん■虻４区

故香川貞雄さん
■１月 11日死去■85歳■遺族は公子さん■香川

故佐藤安治さん
■１月 18日死去■84歳■遺族は伸也さん■虻１区

故福家節子さん
■１月 21日死去■87歳■遺族は昭次さん■虻２区

故藤田秀夫さん
■１月 25日死去■89歳■遺族は信子さん■泉区

故成田京子さん
■２月４日死去■84歳■遺族は山田利良子さん■泉区

故小斉正雄さん
■２月７日死去■87歳■遺族は孝子さん■虻５区
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さわやかだ
より

問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）地域包括支援センター（☎ 76-4822）

〇室蘭保健所健康推進課・健康支援係（☎ 0143-24-9846）
〇洞爺湖町健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
〇こころの健康相談統一ダイヤル＜内閣府＞（☎ 0570-064-556）
〇自殺予防いのちの電話（☎ 0120-738-556）毎月 10 日午前８時～翌 11 日午前８時まで

３月は

～うつ病の正しい理解を～
　
　
年
の
中
で
も
3
月
は
例
年
自

　
　

殺
者
数
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、国
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
自
死
さ
れ
た
人
の

多
く
は
、
う
つ
病
、
統
合
失
調
症

な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
て

お
り
、
正
常
な
判
断
力
を
失
っ
た

状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
多
く
の
割
合

を
占
め
る
の
が
う
つ
病
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、今
回
は
う

つ
病
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、
憂
う
つ
な
気
分
や

倦
怠
感
、
絶
望
感
、
罪
悪
感
な
ど

を
伴
う
こ
こ
ろ
の
病
気
で
す
。

　
な
ん
ら
か
の
理
由
で
脳
で
働
く

神
経
の
伝
達
物
質
の
働
き
が
悪
く

な
る
の
と
同
時
に
、
ス
ト
レ
ス
や

体
の
病
気
、環
境
の
変
化
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
て
発
病

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
過

度
な
ス
ト
レ
ス
が
引
き
金
に
な
っ

て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ス
の
中
で
最
も
多
い

の
は
、「
人
間
関
係
か
ら
く
る
ス
ト

レ
ス
」
と
「
環
境
の
変
化
か
ら
く

る
ス
ト
レ
ス
」
で
す
。
身
近
な
人

の
死
や
リ
ス
ト
ラ
、
反
対
に
昇
進

や
結
婚
と
い
っ
た
嬉
し
い
出
来
事

や
環
境
の
変
化
か
ら
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
症
状
は
、
抑
う
つ
気
分
や
物
事

に
対
す
る
思
考
力
の
低
下
、
意
欲

の
低
下
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
症
状
の

他
に
、体
重
減
少
、疲
れ
や
す
い
、

不
眠
な
ど
と
い
っ
た
か
ら
だ
の
症

状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
治
療
せ
ず

に
放
っ
て
お
く
と
他
の
病
気
と
同

じ
よ
う
に
、
う
つ
病
も
悪
化
し
て

い
き
、
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ

て
、仕
事
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、

日
常
生
活
や
人
間
関
係
に
も
支
障

を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
う
つ
病
の
治
療
は
、
十
分
に
休

養
を
と
る
、
薬
に
よ
る
治
療
、
認

知
行
動
療
法
な
ど
が
あ
り
、
複
数

の
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
我
慢
せ
ず
、
で
き
る

だ
け
早
く
精
神
科
医
療
機
関
を
受

身
近
な
人
が

『
い
つ
も
と
違
う
』

と
気
づ
い
た
ら
…

 各都道府県が実施している「こころの健
康相談」など、電話をかけた所在地の公
的な相談機関に接続されます。相談に対
応する曜日・時間は都道府県によって異
なります。

診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※
認
知
行
動
療
法
～
認
知
（
も
の

の
受
け
取
り
方
や
考
え
方
）
に
働

き
か
け
て
、
ス
ト
レ
ス
に
上
手
に

対
応
で
き
る
状
態
を
作
り
、
心
を

楽
に
す
る
精
神
療
法
の
一
種
。

う
つ
病
と
は

自殺予防や心の健康を支援する窓口・相談先

自殺対策強化月間です

１

相談できる窓口があります

　
表
情
が
暗
く
元
気
が
な
い
、
ミ

ス
が
増
え
た
り
仕
事
が
は
か
ど
ら

な
く
な
っ
た
、
遅
刻
や
欠
勤
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
、
飲
酒
量
が
増

え
た
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
と
気

づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
勇
気
を
も
っ

て
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
相
手
の

話
を
否
定
し
た
り
批
判
し
た
り
せ

ず
、
本
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。寄
り
添
い
な
が
ら
、ゆ
っ

く
り
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ

の
病
気
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
専
門
家
へ
相
談
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
本
人
を
理
解
し
て
く

れ
る
家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人

と
連
携
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て

相
談
で
き
る
よ
う
手
助
け
を
し
ま

し
ょ
う
。



■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　

般＞

▽
キ
ラ
キ
ラ
共
和

国
（
小
川
糸
）

＜

児
童
書＞

▽
こ
め
と
ぎ
ゆ
う

れ
い
の
よ
ね
こ
さ
ん
（
え
ば
た
え

り
／
小
林
ゆ
た
か
）▽
ぎ
ゅ
っ（
ミ

フ
サ
マ
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
画
狂
基
一
（
梓
澤　

要
）
▽
浅
き
夢
み
し　
吉
原
裏
同

心
抄
（
二
）（
佐
伯
泰
英
）
▽
白
磁

海
岸
（
高
樹
の
ぶ
子
）
▽
卑
劣
犯

素
行
調
査
官
（
笹
本
稜
平
）
▽
絶

望
の
歌
を
唄
え
（
堂
場
瞬
一
）
▽

俺
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
大
沢
在
昌
）

▽
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
と
誘
蛾
灯
（
櫻

田
智
也
）▽
故
郷
は
な
き
や　
新・

古
着
屋
総
兵
衛
十
五（
佐
伯
泰
英
）

▽
剣
と
十
字
架　
空
也
十
番
勝
負　

青
春
篇
（
佐
伯
泰
英
）

＜

児
童
書＞

▽
わ
た
し
は
だ
あ

れ
？
（
ま
つ
も
と
さ
と
み
）
▽

ね
ぇ
、
し
っ
て
る
？
（
か
さ
い
し

ん
ぺ
い
）
▽
お
す
し
の
ず
か
ん

（
大
森
裕
子
）▽
と
の
さ
ま
１
ね
ん

せ
い
（
長
野
ヒ
デ
子
／
本
田
カ
ヨ

子
）
▽
ネ
コ
ヅ
メ
の
よ
る
（
町
田

尚
子
）
▽
も
と
こ
ど
も
（
富
安
陽

子
）
▽
本
の
子
（
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
／
サ
ム
・
ウ
ィ
ン

ス
ト
ン
）
▽
ち
い
さ
な
は
な
の
も

の
が
た
り
（
斉
藤　
洋
）
▽
よ
う

か
い
り
ょ
う
り
ば
ん
づ
け
（
澤
野

秋
文
）
▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
そ

ら
を
と
ぶ
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽
ぼ

く
ら
の
山
の
学
校
（
八
束
澄
子
）

ワンポイント手話 ～時の表現～

今月の１冊

わ
た
し
の
う
た

俳　
　

句　
　
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
二
月
定
例
会

NO.
日
矢
を
得
し
庭
の
窪
み
や
春
の
声

這
ひ
這
ひ
の
嬰
に
喝
采
春
隣

万
物
を
凌
駕
し
つ
く
す
冬
の
雷

稚
児
歩
き
初
め
よ
ち
よ
ち
春
処
に

仰
向
き
て
春
三
日
月
の
笑
ひ
顔

菅
原
敏
子

矢
野
知
子

千
葉
征
子

小
笠
原
勇

佐
藤
美
風

どんぐまさんは
ほっかりこ

作　蔵冨千鶴子
絵　柿本 幸造

　冬眠明けにはまだ早い
のに空腹で目がさめたど
んぐまさんは、そりに
乗ってうさぎの村へ行き
ます。すると、スピード
がつきすぎて子どもたち
の雪だるまを壊してしま
います。明日は雪だるま
大会なのに…どんぐまさ

右手のひらを前に向け押し出すように動かす

過去

右手のひらを肩のあたりで後ろに向けて動かす

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　

般＞

▽
ス
ペ
ー
ド
の
３

（
朝
井
リ
ョ
ウ
）▽
ジ
ャ
ー
ジ
の
二

人（
長
嶋　
有
）▽
こ
の
青
い
空
で

君
を
つ
つ
も
う
（
瀬
名
秀
明
）
▽

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
神
喜
劇
（
万
城
目

学
）
▽
漁
港
の
肉
子
ち
ゃ
ん
（
西

加
奈
子
）
▽
す
ず
の
爪
あ
と
（
乃

南
ア
サ
）
▽
ナ
イ
ル
パ
ー
チ
の
女

子
会
（
柚
木
麻
子
）

＜

児
童
書＞

▽
こ
と
り
の
お
そ

う
し
き
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ

ズ・ブ
ラ
ウ
ン
）▽
あ
る
あ
さ（
イ

ジ
ン
）
▽
雨
ふ
る
本
屋
（
日
向
理

恵
子
）
▽
地
球
の
み
え
な
い
と
こ

ろ
を
の
ぞ
い
た
ら
（
て
づ
か
あ
け

み
）▽
お
べ
ん
と
う（
小
西
英
子
）

●
開
館
時
間

■
あ
ぶ
た
（
☎
76－

2
1
0
0
）

　
10
時
～
16
時
20
分

■
み
ず
う
み
（
☎
75－

4
7
0
2
）

　
10
時
～
15
時

●
３
月
休
館
日

３
月
15
日
・
21
日
・
22
日
・
29
日
・

4
月
５
日
・
12
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

俳　
　

句　
　
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
二
月
定
例
会

未来
９回
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んは
どう
する
のか
な。

（横から）

（横から）
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ジオパーク通信

第 68号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコバック
「大地のポケット」に、新たに 3つの図柄が加わりました。国の地方創生加速化交付金事業の採択を受けて実現
したもので、山陰海岸ジオパークである兵庫県豊岡市の鞄専門店で作られたバックです。
　このオリジナルエコバック（３種類のいずれか１枚）を抽選で 6人の方にプレゼントします。ぜひ、このバッ
クを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝役になってください！ 
　希望する方は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
　３月分の締切は３月 26日の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※一度当選された方は対象となりませんのでご留意ください。

１．応募者の名前　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所　　　　　　　　　 ４．ジオクイズの答え

バックの図柄は絵本『11万年のうえの一日』
から「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞爺湖温泉」
の 3種類。※図柄の指定はできません
前回のジオクイズの答え：「島根県」でした！

「大地の物語」を PR！
抽選で当たる！

＜ジオクイズ＞
　今年の１月 23日に噴火した山の名前は？
　 ※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。

～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

洞爺湖町  オリジナルエコバックで

（洞爺湖町内に限ります）

　今年１月 23日の草
く さ つ も と し ら ね さ ん
津本白根山（群馬県）の噴火では、現場に居た人が「ドーンという感じ」「ぼーぼー変な

音がする」「ボコボコと地面から音がした」と、私たちのイメージとは少し違う異常な音を耳にしたようです。
そしてそれが噴火によるものだと気づく前に、噴煙や噴石の落下に巻き込まれ、犠牲者が出てしまいました。も
し、噴火の前兆として地響きなどの大きな音が鳴り、噴火だと気付くことができれば、ここまでの被害は出なかっ
たかもしれません。しかし実際は、噴火の前に大きな音が鳴ることは少なく、現段階では音による噴火の正確な
予測はできません。2000年の有珠山噴火の際も、周囲に鳴り響くような大きな音はせず、多くの人が「気が付
いたら噴煙が上がっていた」と言います。
　2000年の有珠山噴火から 18年。普段から火山の近くに住んでいることを意識し、テレビやラジオ、携帯電
話などで通知される緊急放送には注意して、冷静に判断できるよう心掛けていたいですね。

噴火の音は、「大きな音」というイメージがありませんか？

ゴゴゴゴゴゴと地響きが鳴り

ズドドドドドと地面からマグマが湧き出るような音が

ドッカーン !!
!

と噴煙が上がる。

聞こえたかと思うと



広報とうやこ　2018 年３月19

時間

３月３日（土）
～ 18 日（日）

北の野鳥たち写真展Ⅱ

14 日（水）
げんきクラブ
　 13：30 ～ 15：30
　 洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15 日（木） 無料法律相談会

19 日（月）
フッ素塗布
　 13：00 ～ 15：00
　 健康福祉センター（☎ 76-4006）

23 日（金）
洞爺地区健康相談
　 ９：30 ～ 11：30
　 洞爺総合支所 ( ☎ 82-5111）

24 日（土）

活ホタテ販売
　 13：00 ～（整理券配布）　 
　 とうや水の駅ふれあい広場（☎ 74-3005
＜産業振興課＞）
有珠山の火山噴火に備えて～有珠山の奇跡を
再び～
　 14：00 ～ 17：00
　 洞爺湖文化センター ( ☎ 74-3004 ＜企画
防災課防災グループ＞）

28 日（水）
平成 29 年度ボランティア研修会・福祉委員研修会
　 14：00 ～ 16：30
　 健康福祉センターさわやか（☎ 76-4363
＜洞爺湖町社会福祉協議会＞）

29 日（木） 津波避難訓練
４月１日（日） 洞爺湖芸術館オープン
１日（日）

～ 22 日（日）
第 11 回町民ギャラリー「ちぎり絵」展

５日（木） 無料法律相談会

６日（金）
洞爺地区健康相談
　 ９：30 ～ 11：30
　 洞爺総合支所（☎ 82-5111）

８日（日） 英国青年と一緒にイースターを楽しもう！

13 日（金） 歴史公園夕日ヶ丘パークゴルフ場オープン

21 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

ピックアップイベント
場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

東奔西走
　今月号は冬まつりを取材して、子どもたちが
笑顔で楽しそうに遊んで冬を満喫している姿を
たくさん撮影できたので、組み写真にしてみま
した。滑り台の下でカメラを構えていると、み
んな満面の笑みで下りてくるので、合計 1000 枚
を超えるほど撮ってしまいました。撮りすぎで
すね（笑）

（H.S）

北の野鳥たち写真展Ⅱ
■日　時　３月３日（土）～３月 18 日（日）９時
～ 17 時※18 日のみ 12 時まで
■場　所　とうや水の駅２階多目的活用室２
■定休日　月曜日
■出　展　野鳥写真愛好会 40 点程度
■主　催　洞爺まちづくり観光協会（☎ 87-5277）　

平成 30 年度開館のお知らせ
■開館日　４月１日（日）10 時～ 17 時
今年度は「洞爺湖芸術館開館 10 周年」です。楽しく
充実したコレクション展、特別展を企画しています。
第 11 回町民ギャラリー「ちぎり絵」展
町内在住の大木晴子さんのちぎり絵展です。
■日　程　４月１日（日）～４月 22 日（日）
■場　所　洞爺湖芸術館１階町民ギャラリー室

洞爺湖芸術館からのお知らせ

■日　時　４月８日（日）10 時～ 13 時
■場　所　洞爺総合センター集会室
■内　容　イースターエッグ作り、ゲームなど
■料　金　無料
■主　催　洞爺国際交流協会＜洞爺総合支所＞（☎ 82-5111）

英国青年と一緒にイースターを楽しもう！

　ラジオを持っていない人や外出中でも気軽に聴けるように、２月 12 日からインター
ネットでの同時放送を開始しました。災害時はもちろんのこと、普段は地域情報など
を放送していますので、ぜひご利用ください。

■問合せ　企画防災課防災グループ（☎ 74-3004）

wi-radio がパソコンやスマホから
聴けるようになりました！ 　平成 27 年４月に、周辺

市町である伊達市、壮瞥町、
豊浦町と合同で整備したＦ
Ｍラジオ局のことです。
　周波数はＦＭ 77.6 ＭＨｚ
で、普段は地元情報に密着
した番組をボランティアな
どが放送したり、ＦＭびゅー
の放送を流したりしていま
す。災害時には、各市町か
ら「緊急割込み装置」を使っ
て放送中の番組に割込み、
避難情報や災害情報を放送
できるようになっています。

スマホで聴く場合パソコンで聴く場合

※表示されたページの上部にある「STATION　LIST」をクリッ
クすると、ラジオ局の一覧が表示されますので、wi-radio の「放
送を聴く」をクリックしてください。
※サイマルラジオを視聴するためには、Windows Media 
player が必要です。

※上記のアプリをダウンロードすると視
聴できます。
※無料アプリのため広告が表示されます。

「ListenRadio（リスラジ）」　
http://listenradio.jp/

（または「リスラジ」で検索）

「SimulRadio（サイマルラジオ）」　
http://csra.fm/　

（または「CSRA」で検索）

wi-radio とは？

ピックアップイベント詳

詳 回覧

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

詳 p15

詳 p15

詳 p15

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳 回覧
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　「ほのぼの」では昼食を提供する食堂と、くつろいで時間を過ごす居場
所としてのサロンが利用できます。食堂では、30 食分の昼食を用意し、
こどもは無料、大人には 300 円で提供します。先着順ですので、完売し
た時点で昼食の提供は終了します。また、インターネットの利用が可能で、
Wi-Fi の提供と最新型のタブレット端末の貸し出しも行います。
■日　時　毎週土曜日 12 時～ 16 時 30 分
■場　所　洞爺湖町地域交流センター（旧健康福祉センターさわやか別館）
　正式オープンに先駆け、スタッフのトレーニングを兼ねて２月 10 日か

西胆振では初めての

「洞爺湖町地域食堂ほのぼの」
①調理補助ボランティア
■内　容　厨房内での調理補助作業　
　（厨房清掃、食器類の煮沸消毒、材
　料の洗浄やカット、給仕係への品出
　し、食器洗い）
■時　間　８時 30分～14時
■お　礼　500円／時間（交通費含む）
■募集人数　２人程度
■条　件　18歳以上で町内在住の人
②フロア作業ボランティア
■内　容　食堂での利用者対応（着席
　誘導、食事品出し、食器回収）サロ
　ンでの子ども見守り、食堂とサロン
　の清掃とテーブル配置作業など
■時　間　11時～16時 30分
■お　礼　500円／時間（交通費含む）
■募集人数　３人程度
■条　件　18歳以上で町内在住の人

ボランティアとパート職員
を募集します

生活就労サポートセンターいぶり（☎ 0143－ 83－ 7355）／役場健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74－ 3001）／洞爺湖町社会福祉協議会（☎ 76－ 4363）問合せ

３　31           月 日にオープン

ら毎週土曜日にプレオープンし、３月 17 日・
24日も営業しています。（時間と場所は同じ）
　また、食堂運営のお手伝いボランティアを
随時募集しています。家庭で使っていない小
中学生向けのおもちゃや絵本などがありまし
たら寄贈をお願いします。２月 24 日のプレオープン

広　告


